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D

能
古
島
周
辺
の
貝
る
い
達

０

！拍
！
粛
鞘
■

剤
騒
の
還
鳴
り
を
聞
き
つ
つ
育
つ

ま
ず
、
こ
こ
で
私
事
か
ら
書
く

の

は
誠
に
恐
縮
で
は
あ
る
が
…
…
。

何

の
才
能
も
特
技
も
も
た
な

い
私

は
、
糸
島
半
島

の
西
部
加
布
里
湾

の

奥
底

で
干
拓
地
と
し
て
拡
が
る
小
作

農
家

の
長
男
と
し
て
生
れ
育

っ
た
の

で
あ
る
。
農
業

の
合
間
に
は
干
拓

の

潟
、
河
口
で
の
漁
業
生
産

に
従
事
し

て
い
た
。

◆
海
苔
の
養
殖

私

の
両
親

の
家
は
干
拓
地
で
あ
り

米
麦
は
あ
ま
り
と
れ
な

い
た
め

に
副

業
と
し
て
漁
業
権
を
手

に
入
れ
て
い

た
ら
し
い
。

長
野
川
と
泉
川
の
河
口
に
あ
た
り
、

湾
奥
で
の
干
潟
に
恵
ま
れ
て
い
た
為
、

海
苔

の
養
殖
を
家
族
ぐ
る
み
で
お
こ

な

っ
て
い
た
。

今
で
こ
そ
海
苔
採
り
も
機
械
化
さ

れ
て
い
る
が
昔
は
す
べ
て
手
漉
き
で

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
海
苔
の
幼
芽

が
定
着
す
る
篠
竹

（「ひ
び
」
と
呼
ば

れ
海
苔
ま
た
は
牡
蠣
の
胞
子
を
付
着

成
長
せ
し
め
て
採
集
す
る
為
、
海
中

の
子
潟
に
立
て
る
竹
ま
た
は
粗
乗
）

取
り
、
ひ
び
刺
し
、
海
苔
採
り
な
ど

の
仕
事
が
あ
る
。
海
苔
採
り
は
二
～

二
人

で
川
船

に
乗
り
込
み
、
厳
寒

の

頃
、
干
潮

に
合
わ
せ
て

「
ひ
び
」

に

つ
い
た
海
苔
を
摘
む

の
で
あ
る
。
専

門
的
技
術
を
要
し
、
寒
冷

の
た
め
子

供
は
手
伝
い
で
き
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
。

さ
て
十
二
月
か
ら
、
干
潮
に
合
わ

せ
て
海

へ
出
か
け
る
た
め
毎
日
の
潮

時
が
必
要
で
あ
る
が
田
舎
で
は
樫
言
、

諺
と
し
て
覚
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

母
の
記
憶
を
た
ど
れ
ば
潮
の
干
満
は

旧
暦
に
よ
る
も
の
で
次
の
様
で
あ
る
。

・
日
に

一
時
間
ず

つ
潮
の
干
く
と
が

遅
う
な
る

。
月
天
丼
に
港

潮
な
し

【月
が
真
上

に
昇
る
と
港
の
汐
は
引
い
て
い
る
】

海苔ひび風景 『有開海の漁』中尾勘悟菩から掲載
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・
五
日
、
二
十
日
の
朝
残
り

【五
日

と
二
十
日
は
朝
も
潮
が
引

い
て
い

る
】

・
九
日
、
十
日
の
明
暮
だ

又
は
九
日

十
日
の
夜
潟

朝
潟

【九
日
十
日
の

朝
、
夕
は
潮

（汐
）
が
引

い
て
い

る
】

・
一
日

は
来

て
も

二
日
は
来

る
な

【干
潟
で
の
干
満
の
時
間
帯
は
今
日

と
明
日
で
は
違

っ
て
い
る
】

・
二
十
日
の
月

の
出
る
ま
で
は
盗
人

の
嫁
も
起
き
と
ら
ん
。
雪
一十
日
の

夜
は
真
暗

で
月
が
出
る
ま

で
潟

に

は
行
け
な
い
】

・
蛤

の
日
の
あ
く
日

（解
禁
日
の
事

十
月

一
日
～
二
月
二
十

一
日
迄
）

◆
貝
類
の
養
殖
と
カ
キ
ボ
ウ
と
り

海
苔

の
養
殖
は
限
定
さ
れ
て
い
た

の
で
、
そ
れ
以
外

の
合
間

に
は
貝
を

採

っ
て
い
た
家
は
多
か

っ
た
。
干
潮

時

に
潟

に
て
蛤
を
採
り
、
余

っ
た
も

の
は
生
賓

に
放
殖
し
、
必
要
な
時

に

と
り
に
行

っ
た
。

ま
た
、
堤
防
や
橋
桁

に
つ
い
て
い

る
カ
キ
ボ
ウ

（牡
蠣
）
を
と

っ
て
き

て
は
、
夜
な

べ
を
し
て
牡
蠣

の
身
を

打
ち
出
し
、

バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
翌
朝

町
に
売
り
に
行

っ
て
い
た
。

◆

マ
シ
ジ
ミ
貝
採
り
　
ほ
う
ぜ

い
拾

い

長
野
川

の
河
口
で
は

マ
シ
ジ
ミ
を

摂
り
　
干
潟

に
ほ
う
ぜ

い

（ウ
ミ

ニ

ナ
）
を
採
り
、
共
に
子
供
の
仕
事
で
、

売
り
に
行

っ
て
い
た
。
潟
や
河
口
で

は
ツ
ガ

ニ

（藻
屑
ガ

ニ
）
や
鰻
と
り

な
ど
も
し
て
い
た
。

だ
が
残
念
な

こ
と

に
、
こ
う
し
た

副
業
も
漁
業
が
衰
微
し
て
よ
り
漁
業

権
を
加
布
里
に
譲

っ
た
よ
う
だ
。

か
く
し
て
私
は
幼

い
頃
よ
り
潟
や

海

に
深
く
か
か
わ
り
を
持
ち
続
け
な

が
ら
今

に
至

っ
て
い
る
。
ラ
イ

フ
ワ

ー
ク
は
や
は
り
海

に
か
こ
ま
れ
た
能

古
島
と
な

っ
た
。

能
古
潮
騒
紡
僅

博
多
湾
内

の
緑

の
宝
石
と
で
も
呼

び
た

い
能
古
島
は
、
海
産
貝
類

の
宝

斥
で
あ
る
。
能
古
島
を
と
り
ま
く
海

流
を
逆

の
ぼ
る
と

フ
ィ
リ
ピ

ン
沖

の

北
赤
道
海
流
と
南

シ
ナ
海
か
ら
の
暖

流
が
台
湾
束
方
で
合
流
し
、
琉
球
列

島
を
北
上
、
九
州
南
岸

で
日
本
海
流

（黒
潮
）
と
九
州
西
岸
を
北
上
す
る
対

馬
海
流
と
に
分
か
れ
る
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
対
馬
海
峡
の
玄
界

灘
を
束

へ
流
れ
て
山
陰
、
北
陣

へ
と
流

れ
る
が
、
そ
の
暖
流
の

一
部
が
博
多
湾

へ
と
流
入
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
地
元

の
方
が
熱
帯
性
の
ア
オ
イ
ガ
イ
を
収
集

コ

千

・■

ｉ
．十１

■

警
■

！
‐！
十

一

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
実
証
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
暖
流
は
暖
海
性
の
魚
介
類
を

運
ん
で
く
る
為
、
『海
の
ベ
ル
ト

・
コ

ン
ベ
ア
』
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
湾
奥

の
能
古
島
に
も
、
こ
の
暖
流
に
乗

っ
て

柾
々
の
生
き
物
が
漂
着
し
、
す
で
に
古

か
ら
定
着
し
て
い
る
貝
類
も
い
く
つ
か

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
現
在
も

次
々
と
漂
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
能

古
島
は
貝
類
の
生
桜
に
適
し
て
い
る
と

い
えヽ
卜
ふ
う
。

こ
れ
ら
運
ば
れ
て
く
る
貝
類
は
温

熱
系

の
種
類
が
八
〇
％
、
寒
流
系

の

も

の
が
二
〇
％
で
あ
る
。

こ
の
温
熱

系

の
貝
類

の
中

に
沖
縄
、
台
湾
、
太

平
洋
、
イ

ン
ド
系
が
三
七
％
を
占
め

て
い
る
。
海
が
荒
れ
る
玄
界
灘

に
接

す
る
地
方
で
は
　
巻
貝

「八
」

に
対

し
て
二
枚
貝

「
二
」

の
割
合

で
あ
る

が
、
博
多
湾
内

の
能
古
島
を
中
心

に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
貝
と
比
較
す
る
と
、

巻
貝

「二
」
、
二
枚
貝

「八
」
の
逆
の

現
象
が
み
ら
れ
る
。

近
年
、
海
洋
汚
染
が
進
み
、

い
く

ら
か
浄
化
さ
れ
と
は

い
え
、
干
拓
、

埋
立
て
の
影
響
を
ま
ぬ
が
れ
る
事
は

で
き
な

い
。
本
来

の
海

の
自
然
は
今

澤
湾
を
中
心

に
、
室
見
川
↓
能
古
↓

志
賀
島

の
線
よ
り
西
部

に
限
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

博
多
湾
内

の
漁
港
と
し
て
は
西
戸

崎
、
和
白
、
箱
崎
、
伊
崎
浦
、
姪
浜
、

今
津
、
唐
泊
、
能
古
、
志
賀
等
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
近
代
化

の
波

に
の
ま

れ
、
護
岸
工
事
や
港
湾
施
設
の
建
設

等

で
、
や
は
り
自
然

の
体
系
が
こ
わ

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

こ
の
様
な
な
か
で
も
、
比
較
的
自

然

に
恵
ま
れ
て
い
る
能
古
島
は
米
養

価
を
含
む
瑞
悔
寺
川
の
河
口
と
十
潟
、

早
良
平
野
を
貫
流
す
る
室
見
川

の
流

出
を
受
け
、
幅
広

い
海
洋
生
物
を
育

み
、
緊
茂
し
て
い
る
。
（次
号

へ
続
く
）

牡蠣打ち 『有隅海の漁』中尾勘悟著から掲載
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先
日
私
は
、
祖
先

「村
上
佛
山
」
が

若

い
時
期
に
学
ん
だ
亀
井
昭
陽
先
生

・

原
古
処
先
生

の
資
料
が
た
く
さ
ん
保

存

・
展
示
さ
れ
て
い
る
事
で
知
ら
れ
て

い
る
能
古
博
物
館
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
南
冥

・
昭
陽

・
小
乗
各
先
生
の

真
蹟
に
直
接
触
れ
、
二
〇
〇
年
前
の
世

に
想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

村
上
佛
山
は
私
の
四
代
前
の
祖
先
で
、

今
品
が
化
ん
で
い
る
行
橋
市
に
、
私
塾

「水
哉
園
」
を
開
い
た
の
は
、　
一
八
三
五

年

（天
保
六
）
年
で
し
た
。
佛
山
は
十

五
歳
で
秋
月
の
原
古
処
の
塾
に
入
門
し
、

秋
月
在
学
中
に

一
時
、
亀
井
塾
で
亀
井

昭
陽
に
学
ん
だ
折
、
塾
長
を
し
て
い
た

広
瀬
旭
荘
と
も
知
り
合

い
ま
し
た
。
古

処
が
亡
く
な

っ
た
後
は
、
た
ま
た
ま
佛

山
宅
の
近
く
で
病
気
療
養
を
し
て
い
た

原
白
圭

・
原
采
頭
を
、
当
時
佛
山

の
隣

村

で
家
塾
を
開

い
て

い
た
藤
本
平
山

（
一
八

一
七
年
頃
に
亀
井
塾
で
塾
長
を
し

た
人
物
）
の
家
に
招
き
、
そ
こ
で
佛
山

も
親
し
く
教
え
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
白
圭
も

一
年
後
に
は
急

死
し
て
し
ま

っ
た
の
で
、
備
山
は
そ
の
後
、

定
師
を
求
め
ず
長

い
遊
学
時
代
を
過
ご

し
、
京
都
の
貫
名
海
屋
を
は
じ
め
、
車
場

掘
川

・
頼
杏
平

・
坂
井
虎
山

・
吉
田
平
陽

等
に
教
え
を
受
け
、
二
十
六
歳
で
故
郷
に

私
塾
を
開
い
た
の
で
し
た
。
以
後

一
八
七

九

（七
十
歳
）
年
で
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で

に
四
十
五
年
間
、
そ
の
後
二
代
め
に
五
年

間
引
き
継
が
れ
、
「水
哉
園
」
は
五
〇
年

間
続
き
ま
し
た
。
［入
門
帖
］
で
は
約

一

三
〇
〇
名
が
確
認
で
き
ま
す
が
、
正
式
に

入
門
せ
ず
に
近
く
か
ら
通

っ
た
者
を
合
わ

せ
る
と
約
二
〇
〇
〇
名
が
学
ん
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
、
地
元
の
小

・
中
学
校
の

校
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
漢
詩
人

の
家
に
生
ま
れ
、
な
ん
と
な
く
面
映
ゆ

い
よ
う
な
、
ど
こ
と
な
く
プ

レ
ッ
シ
ャ

ー
を
感
じ
な
が
ら
の
子
供
時
代
だ

っ
た

と
思
い
ま
す
。

幕
末
、
明
治
初
期
に
か
け
て
県
内
だ

け
で
も
、
大
小
合
わ
せ
る
と

一
五
〇
以

上
の
私
塾
が
存
在
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
塾
跡
が
資
料
と
共
に
保

存
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
場
に
子
孫
が
残

っ
て
生
活
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
非
常

に

稀
と
な
り
、
福
岡
県
の
文
化
財
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
私
塾
跡
と
し
て
は
、

今
で
は

「水
哉
園
」
と

「蔵
春
園
」

の

二
箇
所
だ
け
に
な

っ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
年
近
く
歳
月
が
経

っ
た
今
、

当
時
の
庭
園
や
資
料
を
維
持

・
保
存
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を

つ
く
づ
く
感
じ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

以
下
は
、
先
日
地
元
の

「歴
史
講
座
」

で
、
『祖
先
、
村
上
佛
山
に
つ
い
て
』
と

い
う
テ
ー

マ
で
話
を
し
た
時

に
使
用
し

た
資
料

『郷
上
に
生
き
た
偉
人

「村
上

仏
山
展
」
図
録
』
（行
橋
市
教
育
委
員
会
）

か
ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

少
年
時
代

村
上
佛
山
は
、
文
化
七

（
一
八

一
〇
）

年
十
月
二
五
日
に
豊
前
国
京
都
郡
久
保

手
永
上
稗
田
村

（今
の
行
橋
市
上
稗
田
）

に
生
ま
れ
た
。
字
は
大
有
、
幼
名
は
健

平
、
通
称
彦
左
衛
門
、
潜
茂
。
号
は
佛

山
、
至
拙
老
人
。

父
は
盛
之
、
母
は
田
川
郡
高
野
村
平

石
家

の
お
民
。
佛
山
は
三
男
で
、
兄
の

義
暁

（通
称
彦
九
郎
、
号
長
峡
）
は
新

津
手
永
大
圧
屋
を

つ
と
め
、
も
う

一
人

の
兄
は
早
世
。
弟
貴
之

（通
称
半
六
）

は
久
保
手
永
子
供
役
、
禅
田
村
庄
屋
を

つ
と
め
た
。

佛
山
が
初
め
て
就
学
し
た
の
は
文
政
元

（
一
八

一
八
）
年
九
歳
の
時
で
、
近
く
の

津
積
村
大
島
八
幡
宮
宮
司
定
村
直
栄
に
読

み
書
き
な
ど
を
教
わ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

郷
里
を
離
れ
て
筑
前
秋
月
の
原
古
処
の
私

塾

「古
処
山
堂
」
に
入
塾
し
た
の
は
、
文

政
七

（
一
八
二
四
）
年
十
五
歳
の
と
き
で

あ

っ
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
二
年
で
古
処

が
病
死
し
た
た
め
帰
郷
し
た
。
そ
の
間
に

文
政
八

（
一
八
二
五
）
年
に
は
、
亀
井
塾

に
遊
学
、
亀
井
昭
陽
に
謁
し
当
時
の
塾
長
、

広
瀬
吉
甫

（旭
荘
）
と
出
会
い
そ
の
後
長

い
親
交
が
続
く
。

文
政
十

（
一
八
二
七
）
年
、
十
八
歳
の

時
、
京
都
郡
岩
熊
村

「厳
邑
堂
」
に
原
古

処
の
長
子
白
圭
と
娘
釆
頻
を
迎
え
文
学
グ

ル
ー
プ
を
結
成
し

「小
倉
山
房
吟
社
」
と

称
し
た
。
佛
山
は
白
圭
か
ら
理
屈
よ
り
も

実
践
を
尊
ぶ
こ
と
、
、行
い
″
、
行
為
″
の

大
切
さ
を
学
び
、
そ
れ
は
佛
山
の
人
生
全

般
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
わ

ず
か

一
年
後
の
文
政
十

一

（
一
八
二
八
）

年
、
惜
し
く
も
白
圭
は
早
世
。
そ
の
後
の

佛
山
は
特
定
の
師
を
持
た
ず
、
博
多
の
亀

井
昭
陽
、
京
都
の
貫
名
海
屋
、
多
久
の
車

場
掘
川
ら
の
も
と
を
遍
歴
し
、
そ
れ
は
約

六
年
間
に
及
ん
だ
。

村上佛山生家

iiflllfl
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水
哉
国
の
創
設

佛
山
が
郷
里
の
上
禅
日
に
私
塾

「水

哉
園
」
を
開

い
た
の
は
、
天
保
六

（
一

八
三
五
）
年

二
六
歳

の
春
。
同
じ
年
、

仏
山
は
近
村
大
野
井
村

の
安
広
久
と
結

婚
し
、
生
家
に
近

い
長
峡
川
の
ほ
と
り

に
分
家
し
て
居
を
構
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
都
市
の
み
な
ら
ず
農
村
地

域
で
も
学
問

へ
の
欲
求
が
高
ま
り
、
日

本
各
地

で
私
塾
が
開
設
さ
れ
て
い
た
。

近
隣
で
も
す
で
に
日
田
の
威
宜
園
、
豊
前

の
蔵
春
園
な
ど
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
。

「水
哉
園
」

の
名
は

『孟
子
』

（離
婁
章

句
下
篇
）
の
中
の

一
節

「徐
子
日
、
伸

尼
亘
称
め
水
、
日
水
哉
水
哉
…
」

（徐
子

い
わ
く

「仲
尼
は
理
ば
し
ば
水
を
称
し

て

『水
な
る
か
な
　
水
な
る
か
な
』
と

日
ひ
た
ま
え
り
こ

か
ら
取
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
水

の
流
れ
に
源
が
あ
る
よ
う

に
、
学
問
に
も
根
本
が
大
切
で
あ
る
と

説

い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
長
峡
川
の
ほ

と
り
に
建

つ
こ
の
私
塾
に
は
ふ
さ
わ
し

い
名
で
あ

っ
た
ろ
う
。

「水
哉
園
」
で
は
四
書
五
経
を
中
心

に
詩
集
、
文
集
が
教
科
書
と
し
て
使
わ

れ
、
試
験
に
よ
る
進
級
制
度
が
と
ら
れ

て
い
た
。
佛
山
の
教
え
は
、
知
識
よ
り

も
道
義
、
理
屈
よ
り
も
実
践
を
尊
重
し
、

詩
作
を
通
し
た
情
操
教
育
を
行

っ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
年
間
行
事
に
組
み
込
ま

れ
た
神
事
、
祭
事
、
村

の
行
事

へ
の
参

加
、
日
頃
の
行

い
す
べ
て
が
門
人
に
と

っ
て
の
教
育
で
あ

っ
た
。

当
初
わ
ず
か
二
名
で
始
ま

っ
た

「水

哉
園
」
で
あ
る
が
、
佛
山
の
詩
人
と
し

て
の
名
声
も
上
が
り
、
入
円
者
は
年
々

増
加
し
て
い
っ
た
。

詩
集
の
出
版

佛
山
が
詩
集
発
行
を
思
い
立

っ
た
の
は

弘
化
三

（
一
八
四
六
）
年
、
母
お
民
の
古

稀
の
祝
い
の
席
、
併
山
三
十
七
歳
の
と
き

で
あ

っ
た
。
門
人
に
そ
れ
ま
で
書
き
溜
め

て
あ

っ
た
詩
を
整
理
さ
せ
、
四
年
後
の
嘉

永
三

（
一
八
五
〇
）
年
に
よ
う
や
く
原
稿

が
ま
と
ま
り
刊
行

へ
向
け
て
動
き
出
し

た
。
門
人
の
友
石
晴
之
助
、
守
田
房
貫
、

義
弟
の
安
広
仙
杖
、
附
友
池
内
陶
所
ら
の

協
力
を
得
て
嘉
永
五

（
一
八
五
二
）
年
十

月
に

『佛
山
堂
詩
抄
第

一
篇
』
は
摺
り
あ

が
っ
た
。
こ
の
詩
集
の
完
成
を
待

っ
て
母

お
民
は
永
眠
。
佛
山
が
母
の
た
め
に
ま
と

め
た
詩
集
は
、
佛
山
の
名
を
全
国
に
広
め
、

詩
人
と
し
て
の
地
位
、
評
価
を
高
め
た
の

で
あ
る
。

そ
の
後
、
佛
山

の
詩
集
は
威
宜
園
を

始
め
各
地

の
私
塾

の
教
科
書
と
し
て
も

採
用
さ
れ
、
詩
は

『安
政
三
十
二
家
絶

句
』
や

『近
世
名
家
詩
抄
』
な
ど
に
も

選
出
さ
れ
た
。
佛
山

の
詩
は
宋
の
蘇
束

披
や
音
の
陶
淵
明
を
模
範
と
し
た
と
言

わ
れ
、
平
易
、
素
朴
で
儒
農
の
呼
び
名

も
あ
る
ほ
ど
農
村

の
風
景
に
溶
け
込
ん

だ
も
の
で
あ

っ
た
。

詩
集
の
好
評
に
よ
り
、
水
哉
園
入
門

者
は
増
加
し
た
。
ま
た
各
地

の
知
識
人

と
の
交
流
を
得
て
、
村
上
佛
山

の
世
界

は

一
気
に
広
が

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

明
治
元

（
一
八
六
八
）
年
、
藩
主
小
笠

原
氏
よ
り
士
籍
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。

次
い
で
、
明
治
三
年
に
第
二
篇
、
明
治

八
年
に
第
二
篇
が
刊
行
さ
れ
、
寡
作
で

あ

っ
た
佛
山
の
代
表
作
と
な

っ
て
い
る
。

門
人
達
の
活
躍

佛
山
の
晩
年
は
家
庭
の
不
幸
が
続
き
、

佛
山
自
身
も
中
風
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
幕
末
の
動
乱
に
よ
り
、
水
哉
園

も

一
時
閉
鎖
を
命
じ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、

残

っ
た
数
人
の
塾
生
の
中
に
は
後
に
大

臣
を
歴
任
し
、
子
爵

・
文
学
博
士

・
法

学
博
士
な
ど
の
称
号
を
得
た
末
松
謙
澄

（線
松
）
が
い
た
。　
一
年
の
後
、
閉
鎖
は

と
か
れ
諸
国
の
入
問
者
が
激
増
し
た
。

老

い
て
体
も
不
自
由

で
あ

っ
た
が
、

佛
山
の
精
神
は
す
で
に
仙
境
に
あ

っ
た
。

明
治
九

（
一
八
七
六
）
年
、
御
所
ヶ
谷

の
佛
山
ゆ
か
り
の
ホ
ト
ギ
山

（佛
山
）

中
腹

に
あ
る
巨
岩

（高
獅

ｍ
　
幅
尚

ｍ

厚
別

ｍ
）
に

「戚
詩
巌
」
と
彫
り
、
そ

の
下
に
佛
山
の
全
作
品

（詩
集

・
文
章
）

や
刀
剣
な
ど
を
門
人
が
漆
塗
り
の
箱
に

入
れ
蝋
で
密
封
し
納
め
た
。
戚
詩
巌
の

水哉園入門帖 行 橋市教育委員会所蔵 (写真)

佛山堂詩抄第一篇 行 橋市教育委員会所蔵 (写真)
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題
字
は
旧
門
人
で
佛
山
の
良
き
相
談
相

子
と
な

っ
た
守
田
房
富

（蓑
洲
）
で
あ

っ
た
。
明
治
十
二

（
一
八
七
九
）
年
正

月
に
は
旧
門
人
達
が
集
ま
り
水
哉
園
敷

地
内
に
佛
山
の
徳
を
称
え
る
生
裏
が
建

て
ら
れ
た
。

（題
額
は
伊
藤
博
文

・
撰
文

は
車
場
船
山
）
五
月
に
は
門
人
、
知
人
、

地
元
の
人
々
の
手
で
古
稀
の
祝

い
が
盛

大
に
催
さ
れ
た
。
佛
山
は
こ
の
年

の
九

月
、
脳
溢
血
で
没
し
た
。
最
後
ま
で
門

人
た
ち
に
囲
ま
れ
、
詩
作
に
励
ん
だ

一

生
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
水
哉
国
は
養
嗣
子
の
静
窓
が

継
ぎ
、
明
治
十
七

（
一
八
八
四
）
年
ま

で
存
続
。
開
塾
か
ら
の
五
十
年
間
で
入

塾
者
は
約

一
三
〇
〇
名
を
数
え
る
。
近

隣
か
ら
通
学
し
て
い
た
者
ま
で
含
め
る

と
、
水
哉
園
で
学
ん
だ
者
は
お
よ
そ
三

〇
〇
〇
名
。
そ
の
中
か
ら
は
、
末
松
謙

澄
を
は
じ
め
満
鉄
総
裁
、
安
広
伴

一
郎

や
宮
内
省
学
問
御
用
掛
、
吉

田
学
軒

各
昭
和
」
の
元
号
考
案
者
）
な
ど
政
治

家
、
学
者
、
医
者
、
教
育
者
な
ど
優
秀

な
人
物
が
数
多
く
巣
立

っ
て
い
っ
た
。

開
山
を
し
の
ぶ

大
正
五

（
一
九

一
六
）
年
、
佛
山
は

宮
内
省
よ
り
正
五
位
を
追
贈
さ
れ
た
。

昭
和
十

一

（
一
九
三
六
）
年
に
は
佛
山

の
子
孫

に
よ
り
水
哉
園
跡
敷
地
内

に

「佛
山
堂
文
庫
」
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の

中
に
は
水
哉
園
関
係
資
料
や
佛
山
の
遺

品
な
ど
が
納
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、

昭
和
三
十
二

（
一
九
五
七
）
年
に
水
哉

園
跡
が
県
指
定
史
跡
に
、
昭
和
五
十
五

（
一
九
八
〇
）
年
に
塾
関
係
の
資
料
が
県

指
定
有
形
文
化
財

（歴
史
資
料
）
と
な

り
、
保
存
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

※
郷
上
に
生
き
た
偉
人

「村
上
仏
山
展
」

図
録

行
橋
市
教
育
委
員
会

よ
り
抜
粋

※
村
上
佛
山
　
―
あ
る
偉
人
の
生
涯
―

友
石
孝
之
著
　
参
照

※
郷
上
に
生
き
た
偉
人

「村
上
仏
山
展
」

図
録
　
　
行
橋
市
教
育
委
員
会
　
参
照

※
水
哉
園
パ
ン
フ
レ
ツ
ト

行
橋
市
観
光
協
会

行
橋
市
文
化
協
会
　
参
照

離

雅

半

嘉

！
！
　

　

醤

一鶴
転
筈
マ
殺
静
４
■
協
特
宅
一

ダ

喜

念

森
！樟
打

ｒ

花
落
出
中
弔
西
子
　
＋化
は
出
中
に
落
ち
て
西
子
を
弔
ひ

水
流
天
水
送
東
君
　
水
は
天
外
に
流
れ
て
東
君
を
送
る

佛
山
老
人

「西
子
」
は
春
秋
時
代

ｔ
越
の
美
女

「西
施
」
、

「東
君
」
は
太
陽
の
意
か
、
「花
」
を
桜
と
仮
定

す
れ
ば
、
す
ぎ
ゆ
く
春
の
情
景
を
詠
ん
だ
詩
か
。

▼
右

に
紹
介
し
て
お
り
ま
す
村
上
佛
山

の
掛
軸
は
当
館
収
蔵
品

の

一
部

で
す
。

▼
水
哉
園
跡
に
は
現
在
も
子
孫
で
あ
る
村
上
良
春
氏
が
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
敷

地
内
に
は
佛
山
堂
文
庫
が
建
て
ら
れ
村
上
佛
山
に
か
か
わ
る
数
多
く
の
資
料
が
大
切

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
博
物
館
だ
よ
り
の
発
行
に
際
し
村
上
良
呑
氏
を
は
じ
め

『郷
上
に
生
き
た
偉
人

「村
上
仏
山
展
二

図
録
か
ら
の
抜
粋
、
写
真
の
提
供
な
ど
行

橋
市
教
育
委
員
会
か
ら
特
別
な
御
配
慮
、
御
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

②

⑤

②

③

蔵詩厳 行 橋市教育委員会所蔵 (写真)

村上家略系図

暁

之
奎
我
は
讐

男

（早

世

）

（彦

佐

衛

門

）

佛

山
久
．‐

下静
客
ｂ

（碩

二

郎

）

里貝
ウ
た

〒

〒
冨

子

（
現

当

主

）

良

春一
一島
主
季
十

欝
部
替
報
器
兼
鶴
靭
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【法
人
協
賛
会
員
】

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
満
寺

に
原
土
井
病
院

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
佃

船
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ー
ス

ｍ
ア
ー
ル
ア
ン
ド
エ
ム

ｍ

ク
リ
ニ
カ
ル
テ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス

福

岡
桜

坂
郵

便

局

鬼
鞍

信
学

福

岡
赤

坂
郵

便

局

戸

田
正
義

日
清

医
療

食

品
伽

福

岡
支

店

伽

福

岡

経

営

管

理

セ

ン

タ

ー

ｍ

サ

ン

コ

ー

ロ

恵

光

会

原

病

院

備

西

日
本

銀

行

和
白

支

店

船

西
日
本
銀
行

千
代
町
支
店

ｍ

西

日
本

銀

行

香
椎

支

店

隅

西

日
本

銀

行

土
井

支

店

隅

西
日
本
銀
行
福
岡
流
通
セ
ン
タ
ー
支
店

ｍ

西

日
本

銀
行

新

宮

支

店

伽

西
日
本

銀
行

を相
崎

支
店

ｍ

西
日
本

銀
行

久

山

支
店

伺

サ

ン
ネ

ツ
ト

船

福

砂

屋

口

笠

松

会

有

吉

病

院

伺

ウ

エ
ダ

建

築

社

敬
称
略
　
順
不
同
）

九
州
防
災
工
業
側

０
西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

０
豊
友
設
備

総
合
産
業
０

帥
ニ
ツ
ヨ
ク
ト
ラ
ス
ト

伽
メ
イ
デ
ン

ダ
イ
ア
ド
ｍ

ｍ
ホ
ス
ピ
カ

ギ
ヤ
ラ
リ
ー
倉

口
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

口
江
頭
会
さ
く
ら
病
院

伽
ニ
チ
回
九
州
支
社

宗
教
法
人
善
隣
教

ｍ
リ
コ
ー
商
会

伽
橋
本
組

下
山
工
業
ｍ

学
校
法
人
原
字
国

棚
唐
人
町
プ
ラ
サ
甘
実
館

大
和
産
業
御
福
岡
支
店

社
会
福
祉
法
人
福
岡
ひ
ま
わ
り
の
里

大
成
印
刷
ｍ

ｍ
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

能
古
映
画
サ
ー
ク
ル

佃
岩
室
商
会

協
賞
会
会
員
】

松
本

盛
二
③

南
　
誠
次
郎
⑭

中
山
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・能古博物館ご案内・

開 館  9i30～ 17:00(入 館16:30まで)

休館日 12月 1日～2月末日の冬季のみ休館

人館料 大 人400円 ・Ⅲ高生無料

交 通  姪 浜 能 古行渡船場→フェリー(10分)
→能古 (徒歩10分)→ 博物館

〒81伊0012 福 岡市西区能古522-2

a(092)883-2887

FAX(092)883-2881

ホームベージ hitpiliNv、A〃nOkOnet corn/museum

メールアドレス muSeu仰②nokonet com
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